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教室名・講師 日時 回数 定員 受講料 

初めてのパン作り①② 
「秋野菜のピザ他」 

   

管理栄養士 小田 秀さん 

① ９月１０日（木） 

② ９月１２日（土） 

午後 1３：00～午後 1６：３０ 

１回 各１４名 
600 円 

（要材料費） 

韓国料理を作ろう！ 
「ビビンバ他」 

 

調理師 西尾 春代さん 

９月２０日（日） 

午前 1０：00～午後 1３：０0 
１回 28 名 

６00 円 

（要材料費） 

 

 

＊＊今月の休館日＊＊ 

９月７日（月）、１４日（月）、２３日（水）、２８日（月） 

 

 

「
心
身
の
健
康
づ
く
り
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
」 

 

ギ
ラ
ギ
ラ
と
暑
い
夏
を
過
ご
し
、
マ
ス
ク
の
着
用
が
一
層
身
体

へ
の
負
担
を
増
し
て
い
ま
す
。
人
類
は
、
細
菌
や
自
然
災
害
と
の
闘

い
の
中
で
生
き
残
っ
て
、
今
日
の
繁
栄
を
築
い
て
き
た
の
か
と
改

め
て
思
わ
さ
れ
ま
す
。 

さ
て
、
当
施
設
は
順
調
に
教
室
も
開
催
し
、
一
般
の
ご
利
用
も
順

調
に
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
こ
の
と
こ
ろ
の
県
内
の
陽
性
者
の
増

加
で
若
干
の
影
響
は
出
て
い
ま
す
が
、
４
月
の
頃
と
は
様
相
が
違

う
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
ま
ま
大
き
な
波
に
な
ら
な
い
よ
う
に

願
う
ば
か
り
で
す
。 

こ
の
度
の
教
室
受
講
生
の
募
集
は
、
主
に
文
化
、
創
作
、
教
養
系

の
教
室
と
な
り
ま
す
。
マ
ス
ク
や
消
毒
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
イ
ス
タ
ン

ス
の
確
保
な
ど
の
予
防
を
し
な
が
ら
、
10
月
よ
り
予
定
通
り
開
講

し
て
参
り
ま
す
。 

今
後
ま
だ
ま
だ
永
い
付
き
合
い
が
必
要
と
思
わ
れ
る
、
こ
の
度

の
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
に
侵
さ
れ
な
い
よ
う
、
万
一
感
染

し
て
も
重
症
に
至
ら
な
い
よ
う
な
健
康
な
心
と
体
作
り
が
一
層
大

切
で
す
。
出
来
る
限
り
の
感
染
予
防
対
策
を
し
、
楽
し
い
教
室
の
開

催
に
ご
理
解
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

   

 

 
 

  
 

  
 

  
 

 

受講生募集

 

 

 

 

ゴーヤのグリーン

カーテンが大きく

なっています。施

設の省エネに貢献

しています。 

 

※申し込みは、９月１日（火）から先着順にて受付け、定員になり次第締め切ります。 

※受講料は初回前納。納入された受講料は原則返金いたしません。 

※受講料のほかに材料費などが必要です。 

 

 



  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

 

  

教 室 名 日  時 期 間 定員 講  師 受講料(回数) 

写   真 
第１・３土曜日 

午前１０時～１２時 
１０月～３月 １５名 福島 多暉夫 

９,６００円 

（１２回） 

絵 画 ② 
第２・４金曜日 

午後１時～４時 
１０月～３月 ２０名 伊田 充雄 

７,２００円 

（１２回） 

日 本 画 
第２・４水曜日 

午後２時～４時 
１０月～３月 １５名 中川 端月 

７,２００円 

（１２回） 

書   道 
第１・３水曜日 

午後２時～４時 
１０月～３月 ３５名 名越 蒼竹 

７,２００円 

（１２回） 

日用・条幅書道 
第２・４木曜日 

午後２時～４時 
１０月～３月 １５名 名越 蒼竹 

７,２００円 

（１２回） 

きもの着付け① 
第１・３火曜日 

午後１時１５分～３時１５分 
１０月～３月 １４名 

田村 陽子 

仲倉 洋子 

７,２００円 

（１２回） 

きもの着付け② 
第１・３水曜日 

午後１時１５分～３時１５分 
１０月～３月 １４名 

宮崎 有代 

仲倉 恵 

７,２００円 

（１２回） 

初めてのいけばな 
第２・４木曜日 

午前１０時１０分～１１時３０分 
１０月～３月 １５名 石田 恵子 

７,２００円 

（１２回） 

陶 芸 ①③④ 

① 第１土・日曜日 午後１時 

③ 第２火・水曜日  ～４時 

④ 第２土・日曜日 

１０月～３月 
各 

１５名 
中村 和雅 

各９,６００円 

（１２回） 

仏像彫刻 
第１・３火曜日 

午後１時～４時 
１０月～３月 ２０名 小谷 和上 

７,２００円 

（１２回） 

竹 細 工 
第１・３木曜日 

午前１０時～午後４時 
１０月～３月 １５名 伊佐田 祥一 

７,２００円 

（１２回） 

パッチワーク 
隔週木曜日 

午後１時～４時 
１０月～３月 ２０名 岩本 裕美子 

６,０００円 

（１０回） 

やさしい編み物 
第１・３金曜日 

午後１時～４時 
１０月～３月 ２０名 石笠 郁 

７,２００円 

（１２回） 

煎   茶 
毎週金曜日 

午後１時～４時 
１０月～１２月 １５名 森 翠美 

５,８５０円 

（９回） 

英会話（初級） 
第１・３土曜日 

午後２時～３時３０分 
１０月～３月 ２０名 佐藤 恭子 

７,２００円 

（１２回） 

マレボジャ！韓国語 

（後期）※１ 

毎週水曜日 

午前１０時３０分～１１時３０分 
１０月～３月 １８名 大谷 博美 

１０,８００円 

（１８回） 

初めての大人のピアノ 

※２ 

月３回水曜日 

午前９時３０分～１０時３０分 
１０月～３月 ８名 岡崎 仁子 

９,０００円 

（１５回） 

ノルディックウォーク 
第２・４水曜日 

午前１０時～１１時３０分 
１０月～３月 ２０名 岸田 寛昭 

７,３２０円 

（１２回） 

民   踊 
第２・３木曜日 

午後１時～３時３０分 
１０月～３月 ２０名 荒井 富佐子 

７,２００円 

（１２回） 

料   理 
月２回火曜日 

午前１０時～午後１時 
１０月～１２月 ３６名 

鳥取県調理師 

連合会 

３,６００円 

（６回） 

関金陶芸 
第４火・水曜日 

午後１時～４時 
１０月～３月 １５名 太田 博 

７,２００円 

（１２回） 

 

○ 受講料は初回全納です。納入された受講料は原則として返金しません。 

○ 受講料のほかに、教材費・材料費・スポーツ保険料などが必要です。 

○ 教室は一部変更または中止になる場合がありますので、予めご了承ください。 

○ 託児を希望される場合は、教室申し込みのときにご相談ください。 

【※１：簡単な日常会話ができる方 ※２：応募が５人に達しない場合は開催いたしません】 

受講生募集 

  ◎９月４日（金）の午前９時～ 

受付開始、先着順 

１０月開講教室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写
真
教
室   

写
真
教
室
は
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
の
10
時
～
12
時
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
2
時
間
の
う
ち
、
初
め
の
１
時
間
は
先
生
の
講

義
が
あ
り
ま
す
。
後
半
の
１
時
間
は
撮
っ
て
き
た
写
真
を
持
ち

寄
り
、
講
師
を
中
心
に
皆
で
講
評
し
ま
す
。
他
の
人
が
撮
っ
て

き
た
写
真
を
見
て
感
心
し
き
り
で
大
変
参
考
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
12
回
あ
る
教
室
の
2
回
程
度
は
外
に
撮
影
会
に
出
か
け
ま

す
。
最
近
で
は
、
三
朝
の
小
鹿
渓
、
と
っ
と
り
花
回
廊
、
美
保

関
、
蒜
山
な
ど
に
行
き
ま
し
た
。
作
品
発
表
の
場
と
し
て
は
、

9
月
開
催
の
伯
耆
し
あ
わ
せ
の
郷
ま
つ
り
、
2
月
の
各
種
教
室

の
作
品
展
示
会
な
ど
あ
る
他
、
県
展
や
市
展
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
全
国
展

な
ど
に
出
展
し
多
く
の
賞
を
獲
得
し
て
い
る
生
徒
も
多
数
い
ま

す
。
た
ま
た
ま
撮
れ
た
写
真
で
は
な
く
、
作
者
の
個
性
や
意
図

が
伝
わ
る
さ
作
品
や
写
真
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
で
き
る
作
品

創
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

講
師
：
福
島
多
睴
夫 

米
子
市
写
真
協
会
名
誉
会
長
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
全

国
写
真
作
家
協
会
理
事
、
米
子
市
文
化
協

議
会
副
会
長
な
ど 

 

 

教室での写真講評の様子 

米子市美術館でのＪＰＡ展鑑賞 

 

し
あ
わ
せ
の
郷
で
は
、
山
野
流
着
付
け
教
室
を
２
教

室
開
催
し
て
い
ま
す
。 

２
教
室
と
も
内
容
は
同
じ
で
、
子
供
の
入
学
式
に
着

物
を
着
た
い
と
い
う
若
い
方
か
ら
、
７０
代
の
方
ま
で
が
、

ゆ
か
た
の
着
付
け
か
ら
始
ま
り
、
訪
問
着
ま
で
の
着
付

け
を
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
て
、
学
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。 

 

受
講
さ
れ
る
方
の
体
型
に
あ
っ
た
着
付
け
を
指
導
さ

れ
て
お
り
、
受
講
後
は
、
自
分
で
き
れ
い
に
着
付
け
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
着
物
を
着
る
生
活
を
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。 

受
講
す
る
の
に
特
別
な
道
具
な
ど
を
買
う
必
要
は
な

く
、
お
持
ち
の
着
物
で
気
軽
に
受
講
で
き
る
の
で
、
着
物

に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

真剣な空気の中で受講されています。 

千字文を手本に授業を進めます。 

先生がお手本を書かれます。 

各個人が書いてきた作品を添削。 

き
も
の
着
付
け
教
室 

①

第
１
・３
火
曜
日 

②

第
１
・３
水
曜
日 

い
ず
れ
の
教
室
も
午
後
１
時
１
５
分
～
３
時
１
５
分 

書
道
教
室 

第
１
・３
火
曜
日 

午
後
２
時
～
４
時 

書
道
教
室
で
は
、
名
越
蒼
竹
先
生
の
ご
指
導
の
元
、
３
０
名

以
上
の
生
徒
さ
ん
が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。 

 

毎
週
「
千
字
文
」
の
文
が
、
お
手
本
と
し
て
配
ら
れ
、
そ
れ

を
各
自
が
自
宅
で
書
き
、
教
室
に
持
ち
寄
り
ま
す
。 

授
業
で
は
、
先
生
が
お
手
本
の
文
字
を
書
か
れ
、
書
き
方
バ

ラ
ン
ス
の
と
り
方
な
ど
を
説
明
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
各
自
が

持
ち
寄
っ
た
作
品
を
、
先
生
が
一
人
づ
つ
添
削
し
て
い
っ
て
、

授
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

手
本
を
見
て
、
難
し
い
と
思
わ
れ
る
方
も
、
臆
せ
ず
ど
ん
ど

ん
書
い
て
い
く
こ
と
で
、
必
ず
上
達
し
て
い
か
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 



 

施 設 収容人数（人） ３ 密 回 避 人 数 

娯 楽 室 ２０～３０ ～１５ 

小 研 修 室 ４５ ～２０ 

中 研 修 室 ３２ ～２０ 

大 研 修 室 １２３ ～６０ 

小 会 議 室 ２４ ～１５ 

大 会 議 室 ８１ ～４０ 

多 目 的 活 動 室 ４０ ～４０ 

多 目 的 研 修 室 ２０ ～２０ 

 

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
各
地
で

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
る
中
、
当
館

も
今
年
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
未
だ
に
感
染
が
止
ま
ら

な
い
状
況
下
で
、
１
日
も
早
く
終
息

し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
願

い
を
込
め
書
道
教
室
の
メ
ン
バ
ー

の
方
々
が
七
夕
の
飾
り
を
制
作
さ

れ
ま
し
た
。
短
冊
の
お
願
い
事
に

は
、「
コ
ロ
ナ
」
や
「
安
心
」
の
文
字

が
目
立
ち
ま
す
。 

✦✦ 短冊に願いを込めて（書道教室） ✦✦ 

 

去
る
７
月

日
、
鳥
取
・
山
口
在
住
の 

ご
家
族
が
観
光
体
験
の
た
め
来
館
さ
れ
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
時
節
柄
、
マ
ス
ク
着
用
は
も
ち 

ろ
ん
、
入
館
時
の
検
温
や
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド 

の
着
用
に
も
快
く
応
じ
て
い
た
だ
き
、
マ
ン
ツ 

ー
マ
ン
の
指
導
で
体
験
が
ス
タ
ー
ト
、
倉
吉
の 

伝
統
工
芸
倉
吉
絣
を
、
実
際
の
織
り
機
を
使
い 

コ
ー
ス
タ
ー
に
仕
上
げ
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
が
、
梨
、
鳥
、
花
の
模
様
の 

コ
ー
ス
タ
ー
を
織
り
上
げ
、
素
敵
な
お
土
産
に 

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。 

☆
倉
吉
絣
観
光
体
験
に
よ
う
こ
そ
☆ 

＊＊ 施設利用人数制限のお願い ＊＊ 

新型コロナウイルスによる感染症の対策と

して、当施設でも３密を避けるため会場の利用

人数を制限させて頂いております。当面の間、

通常の半数でのご利用をお願いいたします。 

机等のレイアウト変更は可能ですので、ソー

シャルディスタンスを保つ為、「机の間隔をあ

ける」「互い違いに座る」「対面ではなく横並び

で座る」などの対策をとって頂ければ 

と思います。 

宜しくお願い致します。 

 

 

編 

集 

後 

記 

 

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
も
し
ば
ら
く
は
残
暑
が
厳
し
い
予
報
、 

外
れ
る
と
良
い
の
で
す
が
。 

 

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
今
年
の
夏
「
特
別 

な
夏
」、
皆
さ
ん
ど
う
お
過
ご
し
だ
っ
た
で 

し
ょ
う
か
。
猛
暑
も
相
ま
っ
て
巣
ご
も
り
さ 

れ
た
方
も
多
い
か
と
。
さ
ら
に
は
「
い
つ
も 

と
違
う
お
盆
」
に
し
て
と
自
粛
を
求
め
ら
れ 

た
今
年
の
お
盆
、
な
ん
と
な
く
静
か
に
過
ぎ 

去
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
私
事
と
し
て 

は
今
年
は
母
の
初
盆
、
い
ま
ま
で
は
墓
参
り 

し
か
し
た
事
の
な
い
身
が
、
今
年
は
お
寺
の 

案
内
に
従
い
、
施
餓
鬼
法
要
、
棚
経
、
精
霊 

送
り
と
未
経
験
の
事
ば
か
り
、
あ
っ
と
い
う 

間
の
、
そ
し
て
別
の
意
味
で
「
い
つ
も
と
違 

う
お
盆
」
で
し
た
。
そ
も
そ
も
お
盆
は
、
お 

釈
迦
様
の
弟
子
で
あ
る
目
連
尊
者
が
亡
く
な 

っ
た
お
母
さ
ん
の
ご
供
養
を
７
月
１５
日
に
お 

こ
な
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
る
仏
教 

の
行
事
（
浄
土
宗
）
だ
そ
う
で
す
。（
こ
の 

地
方
で
は
旧
暦
に
行
う
） 

 

こ
れ
を
機
に
、
お
盆
と
い
う
行
事
に
目
覚
め 

た
気
分
の
「
特
別
な
夏
」
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｈ
） 


